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大学入試センター試 は，その機能の評価が に行 ないまま新 通テストに 行さ ようと

している。本研究では個 試 との およ 関関 ，合 入 という の から国

立大学におけるセンター試 の選抜機能に対する定 的評価を試みた。その結果，センター試 重

の大学・学部学科系 が多いことが か た。また 大学においては，個 試 がセンター試 の

選抜機能を する役割を ていること， を しても大きな合 の入 が こらない

ことが 認さ た。 に， 大学の選抜性の 度にかか ら ，大学入試センター試 の成 がそ

の合 定に える の大きさは 定さ ている以上の 能性が る。

  

高大接続改革の として大学入学 通テスト（以

，「 通テスト」という が 度入試から 入

さ ることとな た。 に２回の試行調査（プ テス

ト が実施さ ， 入に向けた が でいる。

通テストの大きな として「国 」「 学 ・ 」等に

おける 題の 入， の 能の評価に い

て， 間事業者等の ・ 定試 の活用が ら

ている（高大接続システム改革会議， 方，実

施・運営な において 々な課題が さ ている。

に，大学入試センター試 （以 ，「センター試 」

という が果たしてきた役割に対する総合的な な

しにセンター試 を し， 通テストが 入さ る

ことに関しては，大きな と い が えない（例

え ，倉元， 。 

そこで，本研究では，国 立大学において，センタ

ー試 が 大学の個 試 と せて，大学入学者選抜

の機能を のように果たしてきたのか，い かの定

的な を基に改めて評価することを試みる。

  

本研究は大き の部 に けら る。 

ま ， 国の国 立大学に いて大学入試センター

試 の とそ の大学の個 学力 査（以 ，

「個 試 」という の を 的に調査し，その

向を する。そこから外 的に 大学の入学者選

抜におけるセンター試 の重 度を し る。 

次に， 大学の の入学者選抜の ータを用い

て，センター試 の と個 試 の を調 るこ

とで，センター試 と個 試 の関 に いて考える。 

さらに，センター試 の と個 試 の の

を 化させると のように合 入 が るの

か， 体的な ータによる事例を し，センター試

の選抜機能に いて考 する。 

 

  

  

国 立大学に いて， 位 とのセンター試

と個 試 のそ の に いてまとめた。と

まとめに た ては， ッセ ー ーション・

の「 ータ ット 」の ータを 用し

た（ ータ ット実行 会， 。 用 ータは，

日 に 定し， 日 で ても個 学力 査

を実施せ に 文，面接，実 等を 用する 合は

いた。後 日 に いては， 位が で

ることが多 ，また 文や面接等を 用する 合が

多いことから，す て から いた。  

文系・ 系 に， に学科系 とのセンター試

と個 試 の合 に める個 試 の割

合（以 ，「 」という の を したのが １

およ ２で る。 の合 を１とした で し，

センター試 と個 試 の が じで  ，

個 試 の が 対的に大きい 大きな を る

とな ている。例え ， １の 活科学系学科に

おいては， が （ １ 以 の大学の

が を えている。なお，教育系の学科に いて

は 位が 化さ 位 が多 なることか

ら省 した。また， 業大学のように出 時にセ

ンター試 の を基 として 用して，センター

試 の は個 試 では考 しない例が ること，

大 大学等， の 位の中に な選抜を実施

する 合も ることから，そのような例は いて る。
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さらに， じ 位で ても学 内容が の

に たる 合は関 する の系に重 カ ントさ

ている。したが て １およ ２は，大まかな

向を すに まるもので る。 

１から，文系学部では 割の学科等が個 試

の が  以 で ，センター試 重 の 向

が見ら る。 に， 活科学系においてはす ての

位で が  以 とな ている。また，法

学・ 学系よ も文学系の うがセンター試 の

ートが さい 向がうかがえる。

１  文系学科系 の個 試 の  

 

２  系学科系 の個 試 の  

 

系学部では が  以 とな ているのは

割の学科等に ま ，文系と すると個 試

重 の選抜にな ている。また， 学科， 学科およ

学科のような，い る「選抜性の高い」学部学

科系 では個 試 重 の 向が で る。 に

学科に いては大学 が な ，最も個 試 重 の

とな ている。 

文系 系 方ともに が  以 の学部学科

系 が多いことから， けで見ると，総じて現

行の国 立大学の入学者選抜制度では個 試 よ も

センター試 が重 さ ている 向が明らかとな た。

た し， 系は文系に て 定 が多い 向に

ることから， 位ではな 定 で すると

個 試 重 の割合が １， ２の結果よ も す

る 能性が る。 

また， 例として １に すように， じ学部学科系

で を した 合，選抜性が高いとさ る大学

では個 試 重 の選抜とな ている 向が見て

る。なお， 大学の 学部内において の

位が 定さ ている 合でそ の が異な

る 合は，そ 異なるカテ リーに さ ている。

 

１  法学・ 学系 の個 試 の （大学名  

 大学名 

 

， 立， 立， 立， ，

，岡山， ，山 ， 山， ， ，

，信 ， ，  

  

大 ，名古屋 立，和 山，岡山， 本， ，

，新 ， ， 立， 大 ，名古

屋， 立，大 立， 岡， 重， ，

， ， ， ，金 ， ， ，

高  

 ， ， ， ， ，高  

， ，  

 

  

次にセンター試 と個 試 との 関関

に いて， 大学の の ータを用いて を

行 た。 

ま ，センター試 と個 試 の総 の関 性を見

る。 は る 度の 系 学部， は文系 学部

に いて， 日 試 受 者のセンター試 総

を に個 試 総 を に た で る１。

合 者を「 」， 合 者を「 」で している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学部のセンター試 と個 試  

   

文

文
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  学部のセンター試 と個 試  

， のい に いても，センター試 と個 試

との 関が 的 いことが み る。 関 は

学部では ， 学部では  で た。なお，

センター試 に対する個 試 の は 学部が 

， 学部が とい も個 試 重 の と

な ている。総 に対する実 的な 力 で る

を 出したとこ ， 学部では ， 学部で

は と，い も を上回 た。 

方，科目 とに見た 合には，総 による とは

やや異なる がみら ることが る。 （

は， 成 ， 度の 学部およ 法学部のセンター

試 「 学」科目 ２ と個 試 「 学」において，

「センター試 が で る に ても個 試 の

は 体の最高 から まで 等に して」

いるとした。そこで，本研究では 学部の受 者 のセ

ンター試 の「 学 ・ 」の と個 試 「 学」

の の関 を見た。対象とした 度は （

よ 以上後のもので る。その結果， 学では

のように， が見出したと じ の が

現さ た。なお，センター試 の「 学 ・ 」を

用いた 合も の 向が見ら ， 科の「 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学部の「 学 ・ 」と個 「 学」  

と「化学」に いてもやや いが の とな た。

次に，センター試 の「外国 （ 」と個 試

「外国 （ 」の を とやや異なる

の がみら た。 のように，通 の の

の上 の部 が さ たような とな た。

なお， 学部におけるセンター試 と個 試 の教科

科目 の 関 は ２のとお で ， 教科科目

ともに，そ な の 関の さは 認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学部のセンター試 と個 「 」  

 

２ センター試 と個 試 の 関   

（ 学部受 者 体  

教科科目等 関  

総   

学 ・ － 学  

学 ・ － 学  

－   

化学－化学  

－   

 

  

国の国 立大学の大 はセンター試 に対する

個 試 の が 以 で ，センター重 の

入学者選抜とな ている。 方， 成 度入試に

おける 大学の 入試 では， が で

る学部が１ る以外は，    で 個 試

重 とな ている。そこで，次に， を す

ることで合 の結果に の 度違いが るのかに

いて し， の を るとともにその中でセ

ンター試 の機能に いて することとした。 

 

 考  

最 に，合 入 の考え方に いて ル を

用いて 認してお こととする。 

に個 試 の成 ， にセンター試 の成
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をと ， 内に がみら るような （

を考える。このとき，実 の合 者は合 を

する アの 上に している。 方， に 行に

か た直 の には，個 試 が実施さ なか 

  （ 合 入 の ル 

 

たと 定した 合のセンター試 の のみによる

合 者が する。すな ， には個 試 が

た こそ合 した受 者が し， に

の受 者は となる。 （ は合 者 に対

する の の の割合を「個 試 の入 」，

の の割合を「センター試 の入 」と

。実 にはアと ，さらに個 試 のみで合

を 定した 合の合 ラ ンを す直 の

の直 は が せ ， アの ，または，上に

さな の が現 る 合が る。 ・山本

（ は 者がい か 方による 定なら い

も「合 」なのに２ の を合 せることによ

て「 合 」となることから「 運」，後者を に「

運」とした。なお，本 で う 学部， 学部ともに

の直 は じ を通ることが 認さ ている。 

 

  

の アに いて考える。ま ，受 者の

を 

x センター試 の （ 大学の基 に基 いて教

科・科目 との に 定の を した

後の  
y 個 試 の （ 後の  
c１ センター試 と個 試 の合  

と定めると， 

c１  x  y 

となる。次に，この がセンター試 の と個 試

の の割合が に１ １で る 合とすると，も

し，個 試 の がセンター試 のそ の n とな

，受 者の合 を cn として 

cn  x  n y 

となる。したが て， の アの直 の は 

y  －１  n  x    は定  

で る。ここで，－１  n  は直 の きを すので，

個 試 の が大きい ，すな  n が大きい

直 の きは やかになる。すな ，個 試 の

が重 さ る選抜となることが かる。 方で， n 
が さ なる 直 の きは大き な ，センター

試 の が重 さ ることになる。n   で るよ

うな な 合，直 の きは－ （ 大 とな ，

の直 に重なる。すな センター試 のみで

合 が 定さ ることになる。 
したが て，その の を用い に，センター試

の と個 試 の のみで合 が 定さ ると

す ， を することで合 ラ ンの

きが ，合 の入 が こる 能性がでて る。 
 

  

以上の メージを か に，センター試 の

に対する個 試 の の の違いによる合 入

に いて 体的に する。ここまで用いてきた

２ の学部の事例に いて，実 の とは異なる

重みをかけて合 入 を見てみる。重みを える

に た ては受 した教科・科目の 等はそのまま

用し，個 試 の総 に の を ることと

した。センター試 の総 はそのまま 用した。 

学部に いては，実 の が  ，最終的

に 名が合 とな ていた。 をそ  ，

とした 合に いて， が  の 合と

て総合 位が のように 動するのか，成 上位者

に いて調 ると，最上位  名 度は と 位

の 動は見ら ないが，そ 以 は の に

て，最大で  位 度の 化が見ら る。（  

個々の受 の に 目すると，センター試 で

対的に高い を た者と個 試 で 対的に高い

を た者が さ ，上 に 等に か る。

その結果が最終的な合 者に の 度 を えるの

か， は を実 と に  とした 合と 

，  とした 合の合 の で る。

そ の に じた の直 が か て 

 

  

ア
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 を えた 合の 位 動 

  の による合 入 （ 学部  

  学部における合 入 と入  

 合 入  入

名 

名 

いる。 のとお ，直 の きが大きい

が さ な 個 試 の重みは さ る。

を およ にした 合の合 入

と入 は のとお で る。 

このことから， を えることによる合 の入

およ 入 ともに， 位 動の大きさを

考 すると 的 さいことが か た。 

次に， 学部に いても実 の   を

およ   にした 合に いて，総合 位と合 入

が う 化するのか かめたとこ ， のよう

にな た。なお，合 者 は 名で た。 

 

  学部における合 入 と入  

 合 入  入

名 

名 

 

学部の 合， 位 動が最大で 位を える

大きな ースも見ら たが， 学部と ，合 入

はそ 大き はならなか た。個 試 重

の をセンター試 重 に 行しても，い

の学部も入 はさ きないので る。 

 

考

  

ま ，国 立大学で実施さ ている 日 試 に

おいては， 体の 向として多 の大学ではセンター

試 を重 した入学者選抜システムが さ てお ，

センター試 の結果が合 に大き していること

が改めて 認さ た。 方で，選抜性が高い， 関と

い る大学や学部学科系 に いては個 試 の

ートが高い。選抜に た てセンター試 と個 試

とが のように機能しているか， 体的な ータに

基 いて事例的に したとこ ，受 者 体では，

センター試 の総 と個 試 の総 の間には 的

い 関が見ら たことから， 方が 選抜におい

て有効に機能しているものと できる。 

センター試 の となる 通 １次学力試 （以

，「 通１次」という は ， 通１次が個 学力

査のかな の部 を代 し，大学 との個 選抜は

文や面接な の なものが 定さ ていた。し

かし， 通１次による大学の 化，その選抜力に

を感じた大学 が２次試 で のように学力を

認しようとした（大 か， 。個 試 と

して， 通試 の受 者 の学力 は い。 通

１次から現 に るまで，受 者は 通試 の

によ て を めるのが制度の基本とな てい

る。「 」な と さ るが， 者にと

ては合 能性が を める最も重要な で

る以上，や を ないとこ で る。その結果，

大学の 度 のグループに じて 者 が ら

ている（内 か， 。 

た し， 教科・科目 とに見ると総 で見るとき

と してセンター試 と個 試 はやや異なる
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が見ら る。例え ， 学では， （ が見出

した の の が 現さ た。 （

は， 成 度の 大学 学部受 者の「 学 ・

」でも の を 認している。本研究でも

の 向が見出さ たことから， 大学における

センター試 学と個 試 学の関 は 度を え

て 定しているものと る。 

は，センター試 の 学は 題 や を

やすことで 調 を行うようにな てお ，セン

ター試 と個 試 で「 じ能力を見ているとは考え

ら ない ， 」とした。 方，村上 か（ ，

は名古屋大学の学 を調査 力者として， じ

題に対する の違いに いて実 的に

究した。その結果， ー シート と とで

ら るものは， 学の「学力」の 的 異ではな ，

として 定している学力 の と結 けた。 

こ らの は に 。 の の をみ

ると， 見， の 学とは異なる にも感じら

る。しかし，よ 見るとい の も枠外の 上

の部 が ら たような を す。すな

個 試 の と てセンター試 のそ は，

い の教科においても， の上位 が にな

る「 井効果」が ているように見える。た し，

２で さ るように，教科によ てセンター試 と

個 試 の 関の さの 度が異なるために， の

が 的 の い になるか， の い にな

るかの違いで， の が異な て見えるに ない。

い にしても， ２から，教科科目 とのセンター

試 と個 試 の 関は，総 ではな

ともそ な に いことが かる。 

を え ， 学と の違いは，そ の

識 性能に じた， 大学の受 者 の学力 に

対するセンター試 の選抜機能の で る。すな ，

は最上位 を いて識 性能を が， 学では

合 に関 る上位 において識 性能が で る

ことを している。個 試 は， 教科・科目がセン

ター試 では に識 できない学力 の 者の学

力 をさらに に識 する役割を ている。 

方で，センター試 と個 試 が学力の異な た

面を見ていることも事実で る。そ らの の

違いは受 の に える大学入試の 効果の

題と える きで う。 本・倉元（  

は，国立大学の入試 題の と が で るこ

とを した。 通テストに を 入する とな

た「国立大学の受 者が の をしていない」

という認識は実 を に していない。しかし，

多 の大学がセンター試 に大きな を いている

以上，受 が ー シート に重きを いた

をすることは けら ない。 

 

  

に見たように，受 者を 定するなら ， 定し

た 内でセンター試 重 の に したと

しても合 の入 は最大でも 以内に まる

ことが 明した。個 試 重 で てもセンター試

で 度の を らないと は しい。そ

では そうなるのか，そのことは ういう を

のか，また今後の 通テストと個 試 の枠組みを

考える上で のような を えるので うか。 

の 定によら 合 の入 が さいこ

との として，センター試 が い に 中し

ていることが ら る。例え は２ の 関

関 を 的に か やす 現する 的な

が，結果的にセンター試 （ と個 試

（ の目 が異なる。そこで， を

・ とも じ を じ に 現した を

に す。 

では の い に 直 に が 中

している。実 の選抜では， 上に に じ

た合 の ラ ンが ることになるため， に

じて ラ ンの きを えても，結果としての合

の入 はさ 多 はならないので る。 

こ までの は までも， る の 大学の

文系 系の２ の学部を事例として 上 たもので

，その 化には が る。たとえ 受 者

の多 （ の大 ，受 者の学力 ル，合

ラ ン の受 者の の 度，センター試

の と個 試 の の 関の 度な で入

が 動する 能性は 定できない。 

そこで 大学と していると考えら る 大

学と 大学の 度入試の を に

した（文部科学省， 。大学によ て  から 

 の が るが をとると  とな 大き

な違いはない。また， のように，   学部・

系のう 多 が  から  の に ま て

いる。 なみに，本 で 上 た 学部 学部の

はそ   ，  で た。 

方で，内 か（ によ ，センター試

の 結果と大学・学部の 度を らし合 せ

ることで，出 がシフトした結果， が

化さ るとし， じ 度 ラスのグループ内ではセ

ンター試 の がそのまま大学合 に直結するとの 
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報告がなさ ている。 は上の を す事例の１

と考えら ，このような実 から， が合 の

入 に える の度合いがせい い 度に

まる が さ る 能性が考えら る。なお， 

よ 的な議 を行うためには，たとえ ートス

トラップ法を用いた 間 定（ ・ 地， 等

のようなシミ ーションによる が必要とな う。 

 

  

要 すると，国 立大学の大学入学者選抜の現 は

選抜性の 度に じたそ のグルー の 大学に

おいて，次のようなもので うと考えら る。 

センター試 の合 と 大学の個 試 の合

の間には， 的 い 関が見ら ， 方で 者の

間には出題 の違いや学力の識 機能の 異が ，

選抜に して有効に機能 が ら ている。しかし，

個 試 の とセンター試 の を，選抜性の高

い大学で 定する上 の 内でセンター試 重

から個 試 重 まで 定を えたとしても，合

の入 が 大き ならない 能性が る。 

合 の入 が 定外に さいことの外 的な

は に見たとお で るが，そ はセンター試

の 結果を用いた「受 者 による 体的な

次選抜機能」が いて， 的 性の高い受 者

が じ大学を受 しているからで る。センター

試 重 で ても個 試 重 で ても，そ ら

の間に 的 い 関が見ら ることから， を

えても合 者の は大き 異ならない 能性が

る。合 者 は，そ の 度グループの大

学内で，センター試 と個 試 のい もが高い

ルのものに ら る。個 試 重 の を行 た

としてもセンター試 が る なか た者が個 試

で をすることは 能ではないが， に しい。 

た し，事 に さ た が受 にメッセ

ージとして ， 者 そのものの 成に

を える 能性は る。すな 個 試 重 の

とした方が， の 能性に する 者を き

け， 者のセンター試 の が がる 能性

は めない。しかし， が個 試 重 の大学の

ータを基に か ていることを考え ，内 か

の した， による出 シフトの

は大きい。 し ， が受 の 行動に

える に 目す き う。すな ，センター試

の が重け センター試 重 の受 が行

るし，個 試 の が重け 個 試 重 の

受 が行 る。そうい た 効果の から，
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の 題はないがし にできないので る。 

今後，新たな 通テストには，現行のセンター試

と個 試 の識 機能の違いを きまえ ，

な ともセンター試 と 度の識 機能を する

ことを すると 時に， の 方 るいは学

力の 要 等を まえて， 大学の入学者選抜はそ

のアドミッション リシーに して 体的に行

る きで る。本 で じたように，今後も 通テ

ストの成 は合 定に大きな役割を果たすで う。

方で，個 試 では， い 考力を う 題

を う 効果が さ ている。 通テストとは異

なる での学力 ，識 性能の違いを 認識し

たうえで，個 試 の の ，性能の向上に向けた

出題の が 大学に めら る。

通テストの 用方法のみなら ，個 試 の 題

の も めて，今後の入学者選抜の枠組みに いて，

大学が改めて し する必要が る。そ と

時に， しい の中で個 大学が の入試 題

を出題し続けるためには，目に見える 体的な支援が

望ま る。

 体的な の は の から いている。 
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本研究は 科研 の 成を受けたも

ので る。 
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